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金丸 弘美・著「地元」の力

NTT出 臨=四六判、

1680円。

かなまる ・ひろみ=19
52年、佐賀県生まれ。直

環境ジャ ナリスト。

『子どもに伝えたい本物

の食』 など多数。

経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
叫
ば
れ
る
「
地
埴
活
性

化
」。

鼠
費
低
迷
、
行
散
の
財

源
難
が
地
域
全
体
を
包
む
が
、

活
性
化
を
顧
う
の
は
、
行
政
関

偶
者
、
住
民
の
共
通
し
た
テ
ー

マ
で
あ
る
。

だ
が
、

一
般
に

「地
方
だ
か

ら
』
「
山
間
地
だ
か
ら
」
な
ど

の
言
葉
も
耳
に
す
る
。
習
者

は、

己
れ
を

『
雷
い
眠
に
使
わ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
「
や

り
方
攻
揮
で
地
壇
再
生
は
可

能
」
と
説
く
0

ポ
イ
ン
ト
は
、

地
域
調
聴
を
再
尭
見
し
て
全
体

を
見
回
し
、

自
分
た
ち
の
個
性

が
何
か
を
見
い
だ
す
己
と。

著

者
は
、
全
国
各
地
を
見
聞
し
て

い
る
だ
廿
に
鋭
樽
力
が
あ
り
共

感
す
る
。

副
題
は

「地
域
力
創
造

7
つ

の
法
則
」
。
圏
内
問
力
所
、
海

外
2
力
所
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ

ン
力
、
艶
進
力
、
知
恵
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
、
嗣
車
力
、
伝

統
力
、
迎
携
力
l
ー
の
7
つ
の

『削
刊
4

日
本
・
・
毎
朝

m
H
匝

1
1

日
開
問
亡

--
a
l
ス
セ
ン
タ
ー
都

h
M
E
sa
u

個性豊かな地域興し描く
羽
田
に
分
け
て
ル
ポ
。
地
摘
で

翻
彊
っ
て
い
る
長
を
リ
ア
ル
に

描
く
。

現
植
民
常
陸
太
凶
市
で
は
、

「
常
陸
軌
そ
ば
」
を
慣
に
し

て
水
戸
地
固
輔
の
時
代
か
ら

1
9
8
0年
代
の
品
岨
改
良
を

睡
で
、
現
在
に
至
号
制
陪
を
つ

く
っ
た
。
東
京
の
ス
ロ
ー
プ
l

ド
芭
と
迎
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
も

聞
い
て
い
る
。
P
Rは
「お
い

し
い
」
だ
り
で
は
な
い
型
曜
も

取
り
入
れ
た
。

匝
阜
県
高
山
市
で
は
、
「
宿
離

か
ぼ
ち
ゃ
」
を
地
瞳
興
し
の
主

役
に
し
た
。
名
前
の
由
来
、
常

盤
面
、
料
理
法
な
ど
を
円
意
に

闘
ベ
て
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。
地

元
ホ
テ
ル
で
猷
金
金
も
開
い
て

い
る
。
己
の
ほ
か
、

=一由
民
伊

賀
市
、
徳
島
帰
上
聞
町
、
兵
庫

県
豊
岡
市
な
ど
が
登
山帽
す
る
。

い
ず
れ
も
従
来
と
は
湿
っ
た

発
想
で
、
身
の
丈
に
古
っ
た
も

の
を
自
分
た
ち
で
つ
く
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
と
れ
が
人
を
魅

了
す
る
の
だ
ろ
う
。
取
り
上
げ

た
耶
例
は
、
者
裂
に
土
台
を
築

い
て
い
る
。

キノコの魅力と不思議
小宮山 勝司著

生きもの豊かな自然耕
岩薄信夫・著

い
よ
い
よ
、
き
の
と
持

py

l
ズ
ン
。
野
山
に
生
τ
一え
る
き
の

こ
1
4
0閣
の
特
曲
、
留
の
有

捕
を
カ
ラ
l
写
真
で
紹
介
し
、

採
集
の
と
つ
や
中
由
症
状
の
話

を
エ
ッ
セ
ー
風
に
つ
づ
る
。
き

の
己
狩
り
に
持
参
し
た
い
一
冊

だ
。き

の
と
は
、
有
槽
質
梼
守
分
解

す
る
「
殿
町
間
」
、

樹
木
と
栄

建
を
交
換
す
る
「
醐
岨
閤
」
に

区
分
さ
れ
る
。

醒画面

園
同骨η醐。lIHlで .

不
耕
起
輯
埴
と
冬
期
漏
水
に

よ
る
水
稲
栽
培
の
実
践
を
語

る
。
著
者
は
、

1
9
8
0年
代

か
ち
不
耕
起
栽
培
に
取
り
組

む
。
現
在
、
日
本
本
耕
起
親
塘

普
及
会
の
金
塁
。

水
田
を
耕
さ
な
い
た
め
に
、

わ
巴
は
水
中
で
分
解
し
て
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
発
生
す
る
。
斑
は

水
中
で
光
合
成
を
し
て
霞
聾
を

偶
給
す
る
た
め
、
生
き
も
白
が

豊
富
に
生
息
す
る
。
田
植
え

日
本
人
は

一
般
に
天
桝
開
を

「相
い
レ
い
」
と
曹
う
。

だ
が
、

プ
ナ
シ
メ
ジ
は
「
親
指
種
目
方

が
お
い
し
い
」
と
若
者
は
語

る
。
天
間
物
は
菌
興
が
強
く
く

せ
が
あ
る
。

ド
ク
サ
サ
コ
は
、
経
験
者
の

話
に
よ
れ
ば
、
食
べ
た
こ
と
な

ど
忘
れ
た
百
日
後
に
症
状
が
出

た
か
巴
恐
ろ
し
い
。
始
め
に
指

先
が
痛
み
出
し
、
そ
の
桂
、
酷

痛
が
走
る
。
開
み
に
耐
え
切
れ

ず
「
商
手
を
切
り
離
し
て
く

れ」

と
騒
ぐ
そ
う
た
。
著
者
は

長
野
県
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営

す
る
。
き
の
こ
写
真
家
。

(サ
イ
エ
ン
ス
ア
イ
新
菌
、

1
0
0
0円
)

は
、
じ
っ
く
り
育
て
た
醍
苗
を

専
用
の
田
植
一
え
楠
で
植
え
る
。

イ
ト
ミ
ミ
ズ
の
出
す
緋
せ
つ
開

は
5
司
の
厚
さ
に
な
り
、
雑
草

の
縄
手
を
問
う
た
め
除
草
剤
も

ま
か
な
く
て
済
み
、
草
を
指
き

取
る
程
度
で
い
い
。

雌
誕
や
除
草
剤
を
使
わ
な
い

た
め
、

田
ん
ぼ
は
、
カ
エ
ル
、

ド
ジ
ョ
ウ
、
メ
ダ
カ
な
ど
が
生

息
し
、
ガ
ン
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が

や
っ
て
来
る。

田
ん
ぼ
は
3
年
を
経
過
す
る

と
輔
が
良
く
商
つ
。
ま
た
、
米

の
食
昧
も
安
定
す
る
手
う
だ

0

ポ
イ
ン
ト
は
自
然
の
力
在
利
用

し
て
輯
塘
す
る
こ
と
。

(制
覇
社
、

1
5
7
5円
)


